
項 ⽬ 内 容

名称 ラクチュロース、ラクツロース [英]Lactulose [学名]-

概要 ラクチュロースは、ガラクトースの還元末端にフルクトースが結合した⼆糖類であ

り、β-D-ガラクトシドピラノシル-(1→4)-フルクトースをいう。異性化糖のひとつ

であり、⽢味度は乳糖よりも強く、ショ糖の40〜60％と⾔われている。ラクチュロ

ース (ラクツロース) は医薬品成分 (⽣理的腸管機能改善、⾼アンモニア⾎症⽤剤)  

として利⽤されているが、特定保健⽤⾷品以外の⾷品として流通している製品は、

⼀般的に品質・規格が明確でないため、それらの製品に医薬品と同等の安全性・有

効性が期待できるとは限らない。

法規・制度 ■⾷薬区分

「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」にも「医薬品的効能効果を標ぼ

うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」にも該当しない。

■⽇本薬局⽅

・ラクツロースが収載されている。

■特定保健⽤⾷品



・ラクチュロースを関与成分とし「おなかの調⼦を整える」保健⽤途の表⽰ができ

る特定保健⽤⾷品が許可されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・分⼦式︓C12H22O11、分⼦量342.30 (101) 。

・⼆糖のひとつであり、ラクトースのグルコース部分がフルクトースになった形を

する (101) 。

・異性化糖のひとつ。難消化性で熱量は約2 kcal/g (102) 。

分析法 ・ラクチュロースをHPLC-ELSDで分析した報告がある (PMID:27542485) 。

有効性

ヒ 循環器・

ト 呼吸器

で

の

評

価

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓

RCT︓国内

・健康な成⼈52名 (平均20.2±2.4歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検クロスオーバー

無作為化プラセボ対照試験において、ラクチュロース2 g/⽇を2週間摂取させたと

ころ、排便回数の増加が認められた (PMID:31131617) 。

RCT︓海外

・健康な成⼈42名 (平均29歳、アメリカ) を対象とした⼆重盲検クロスオーバー無

作為化プラセボ対照試験において、ラクチュロースシロップ30 mL (22名) もしく

は60 mL (20名) を7⽇間摂取させたところ、いずれの群で排便回数、量、湿重量、

⽔分量の増加と硬さスコアの減少が認められ、30 mL群で乾重量の増加、60 mL群

で便内Na+濃度の増加が認められた。⼀⽅、いずれの群共に便内イオン (K+、Cl-)

濃度に影響は認められなかった (PMID:7035543) 。

・慢性便秘の成⼈24名 (試験群10名、平均28.2歳、アメリカ) を対象とした⼆重盲

検クロスオーバー無作為化プラセボ対照試験において、ラクチュロースシロップ60  

mL を7⽇間摂取させたところ、便の⽔分量、便内Na+濃度の増加と硬さスコアの減

少が認められた。⼀⽅、排便回数、排便量、湿重量、乾重量、便内イオン (K+、

Cl-) 濃度に影響は認められなかった (PMID:7035543) 。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ RCT︓海外

・在胎期間23〜34週で⽣まれた早産児28名 (試験群15名、平均在胎30.3±2.8ヶ

⽉、イスラエル) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ミル

クに1％ラクチュロースを加え摂取させたところ、胃残量の減少が認められた。⼀

⽅、便内の乳酸菌量、⾮経⼝栄養期間、抗⽣物質投与期間、排便回数、⼊院期間、

退院時体重などに影響は認められなかった (PMID:19879595) 。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=27542485&dopt=Abstract
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http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=19879595&dopt=Abstract


肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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